
（参考）首都圏空港（羽田・成田）の年間発着枠の増加について

首都圏におけるビジネス・観光両面の都市間競争力を大幅に強化するため、羽田・成田の両空港における発着
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容量の拡大等、抜本的な機能強化を実施する。 （発着回数は52.3万回（H22)→74.7万回（H26）と1.5倍に増加）
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羽田：平成25年度末
成田：平成26年度中

平成22年10月まで

羽田空港 成田空港

平成25年3月31日以降平成25年3月30日まで

＊１．いずれも年間当たりの回数である。

＊２．回数のカウントは、１離陸で１回、１着陸で１回のため、１離着陸で２回とのカウントである。
＊３．羽田空港の発着枠数の中には、深夜早朝の国際チャーター便等の運航に使われる枠数も含まれる。
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